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米國数理統計學會の戦争準備委員會の報告
TheAnnalsofMathematicalStatistics

Vo1.XI(1940)No.4

會 員 米 田 清 貴(第 一生命)

(昭 和十六年 九月廿 八 日受理)

統計學者の仕事は平均 ・割合 ・指歎の計算・諸種の圏表の作成及び一般的資料の編纂であると一般

的に認識 レてゐるが,・統計學者がそれ以外にな してゐる他の活動に關 しては,從 來あま ～廣くは知

られてゐixv,の である.特 に数理統計學(MathematicalStatistics)の 分野に捷ける 最近の進歩に
ノ

闘 しては,學 界 ・産業界及び政府に於て責任ある地位を占めてゐる比較的少救の人のみが知つてゐ

るのである.實 際,数 理統計學者は主として確率論を応用 して,あ る與へられたる材料の有する意

味を判噺し解釈する事に関 心を有 してゐるのであつて∫彼の科學は部分より全燈を推論する科學で

あ り又豫言の科學である・そ して彼のなす可き仕事は上記の推論の釘能なる條件を蓮べ,そ の條件

が果 して満足 されてゐるか否かを吟味する方法を考案 し,叉 不確定な推論 も,あ る特定の場合には

正 しい ものであるや うな確率を算出する事である.更 に又,彼 の責任 としては,實 験及び調査によ

つて得たる資料が當の問題に關 して最大の知識を與へ,且 つ明確なる統計的判噺を下 し得るやうに

その賃験の装置及び調査の方法を計豊する事である.

数理統計學者の憺當する仕事は 彼が特殊の仕事を途行 し得る故に 次の分野に於て國防計書(Na・

tionLalDefensekogram)icは 著 しく贋値のあるものである.

1品 質 管 理 及 び 規 絡(QualityControlandSpeClfication)

大量生産的に製造される生産品の品質管理及び規格と關聯 して数理統計的性質を帯びてゐる仕事

は次の如 くである.

1・kndommessの 吟味 統計的推理方法はrandomsampleに対して のみ嚴密tcSt果 を有 して

ゐる故,こ れは重要である.・.

2・統計的管理aStatisticalControl)欺 態にある操作を將來反覆 したる域果の豫想に騨 論を

適 用す多事軌 生産品の一部分の品質が,統 計的管理欺熊が継績 して居る限 りに於て,豫 め明記 し

たる許容範囲(tolerant1㎞it)内 にある確率 の計算及びsampleに よる監査技術の叢逡はこの中に

來る仕事の一例である.

3・代表試料1抽出 生産過程の如き反覆操作が統計的管理状熊にない場合には;sampleを 得る過

程が代表試料抽出の 理論に從ふrandom選択 の一つでないならば,全體 よりのsamp1と を検討 し

てその全禮の品質に關して推理する事は不可能である.

4・墾動(▽ariance)の 分祈 統計的管理状態に置かれてゐる操作によつて生産 したる物品の全変

動(totalvariability)を その操作の 中に含まれてゐる種々の小操作 と關聯 したる講成分子に分解す

る事が出來るや うな技術に關 してこ ゝでは参考となるのである..



5・相關々係の方法 品質を直接に測定すろ事が極端に費 用を要すろ時,渕 定に要する費 朋が少な

く且つ品質との相關々係が非常に大なるが如き或る特質の値を,そ の品質の閤接の測定に用ふ る事

は往々に して得策である.

6.変数 としての品質の規格 若 し需要者がsamplingの 氣紛れを除去 し生崖者が不公平なるチャ

ヤンスより生ずる損失を除去せんとするならば,品 質規格を記載する際にrand。mnessに対する

吟味をも含めたる統計理論を考慮に入れる可きである.り

II試 料 抽 出(Sampling)に よ る調 査

代表的試料抽出の理論に從つてsampleに よる調査を行ふ重要性は 既に確讃 されてゐるのであ

る.恐 らく,こ のやうな調査及び部分的な人口調査は特種な特徴 を有すろ人々一 例へば急降下爆

撃の困難に耐へ得ろ人,或 はカムフラージュを発見 し得る監視 員として有用なる諸種の型の色盲を

有 してゐる人一 の頻度数(frequency)及 び彼等の居佳地を測定する事は國防計豊と關聯 して必要

であらう.・

III諸 種 の 實 験

實験を行ふ際には次の如き盤が数理統計的性質を有 してゐる故,國 防計書の一部分として途行 さ

れる諸種の實験と關聯 して数理統計者は奉仕をなす事が毘來るのである.

1.Randomisationsampleの 間に差違及び相關々係が存在 してゐるか否かの統計的吟味は,

嚴密にrandoinsampleに対して のみ有敷である故,random化 を實際に行ふ事は,新 設計・新材

料或は新合金の比較,諸 種の條件下に於ける接触現象の研究,諸 種の氣墜條件下に於ける腐蝕及び

諸種の装備の實地試験,そ の他多 くの事に於て非常に重要である.若 し實瞭にrandorpisationを

行ななければ,例 へば 或る設計の間の親察 したる差異は提出されたろ材料に於てnon-randomな

りと蜥定 し得るが如 き差異より生じたのか も知れないのである.更 に叉,諸 種の設計の敷果の間の

有意的差違(significantdifference)に対する 吟味が果 して有敷であるか否かは,各 々の 設計の敷

果に就いて観察 したる変動(variability)がrandomnessを 有 するものであ り,傾 きがな く且つ大

いさにnon・randomの 憂化がないと云ふ條件に 存するもの誕あ る.即 ち各々の設計の致果を決定

する操作は品質管理に於て用ぴし言葉によれば統計管理状態 にあろ可きである.

2.實 験設計 實験を計登する際に愼重なる注意を佛はなければ,そ の實験によつて得ろ結果を解

程 ・半ljenすろ事は當然困難に して尚不可能で もある・故にR・A・Fisher及 び氏の門下の套表 したる

實験設計法の原理は非常に重要に して,尚 且つ,實 際に遭遇するもつ と普通の困難の多くを除去す

る爲に考察 したろ特殊の實験装置 も重要であらう.、

IV人 的 資源 の 選択'

各々の人を國防計電に於て最も大なろ債値を示 し得ろ場所に配置する事は,疑 ひ もなく精紳的及

び肉體的特徴に対する 検査を必要とすろであらう.か るゝ検査の発表及び解析は主として精紳測定

學者(psychopaeter)の 手にあるが,こ の方面に多くの 諸種の統計的解析の方法を適用するもの と

すれば,こ の方面に於て も数理統計者は重要な役割を演じなければならな くなろのである



上記の四つの方面に於て特に徽理統計者の訓練及び才能を必要とするのである.数 理統計者は又

次の諸方面に於て も債値ある援助をなす事が出來るのであろ.

V用 品 及び食 糧

1.大 さの問題 夫々の 寸法の 衣服等に対する 國内の 諸地方に於けろ需要の相劉的な頻度数を確

保するには基本的調芥が恐らく有用である事が立識されるであらう.

2・用品及び食糧の位置及び移動を日々圖示ナる方浅 の登達

3.部 分品及さ装置の取換への問題 完全に使用に堪えなくなるまで取換へをまつよりも統計的

に定めたる時期に取換へる方が多 くの場合一暦経濟的である.

IV運 輪及 び通信

平時に於て も確率論が電信 ・電話による通信 ・配電等に於て起る輻模問題の取扱ひに対して 就に

有用なる事が示されてゐるのである。國防計画によつて生ずる上の如き分野に於ける問題に疑ひも

なく同じや うに適用されるであらう.

IIV砲 撃 及 び 爆 撃

大飽の登砲と關聯 して肇砲中徐々に変 化 して行く状態 より生ずる偏椅を最小なら しめる爲に次々

の差異よりの標準偏差の計算方法を更に蛮達せ しめる必要はあるが,今 日では獲砲の原理は既に確

立 してゐるのである.比 較的新 しい爆撃の科學が恐らく敏理統計方法を適用する大なる機會を提供

するであらう.例 へば,爆 撃の技術を評債する際に,randomvariabilityよ り定量の偏椅を分離

するには統計的方法が必要である.

IIIV氣 象 學

統 計 的 方 法が 氣象 學 に 於て 用 ひ られ て ゐ る範囲 は1940年4月 に 蛮 行 され た"ReportsonCriti-

calStudiesofMethodsofLong-RangeWeatherForecaSting"(長 期 天 氣 豫 報 の 方 法 の 批 判 的

研 究 に 關 す る報 告)と 題 す るMonthlyWeatherReviewSupPlement,No.39を 検 討 す る 事 に よ

つ て も知 り得 る の で あ る.こ の 方 面 に 於 て もMultivariate分 析 の 方 法の応用 及び連続 的 に 相 關 々

係 を 有 して ゐ る資 料 に 適 用 し得 る 方 法の 嚢 達 及び 使 用 に対して も好 機 會が 存 在 して ゐ るの であ る.

この や うな 仕 事 は 攻 撃 を 開 始 す る に 適 した る 條件 を豫 知せ しめる と云 ふ 限 りに 於て 國 防計 婁 に は 債

値 が あ る であ ら う.

IX醤 簗

國防計書には恐らくホルモン質有毒合成物・薬品・共の他の警藥品の作製及び貯藏が必要 となるで

あらう・このやうな ものの多 くは動物實験によつてその敷果 ・有毒性等を調査する故,こ にゝ於て

もこれらの動物實験を計画 する際に も叉その結果の解釈 ・判断にも敷理統計を適用する機會が存在

してゐるのである.

母 の珊 の活動の殆んど絡てに於て数 理統計を適用するには恐らくft・・Z)二つの大なる 困難に遭

遇 す る で あ ら う.



1.数 理 統 計 方 法 を 試 み ろ 適 當 な る 試 行(trial)を 得 る 事.

2・ 與へ られ た る分 野 に 於 て 数 理 統 計 を 適 用 せ ん とす ろ 際,主 要 な ろ地 位 を 占 める 可 き人 材 を充

た す 事,即 ち 数理 統 計 學 に 堪 能 に して 且 つ そ れ を適 用せ ん とす る 分 野に 於て 完全 な る背 景 を有 すろ

人 を 得 る事.

上 記 の 分 野の 活動 の うち の あ る もの,例 へ ば 品質 管 理 に 於て は 更に 次 の 如 き 困 難が 期 待 され ろの

で あ る.

・3.材 料 を 蒐集 し且 つ その 分 析 を 行ふ 爲 に数 理 統 計 學 に就 い て 僅 かの 教 育 を 受 け た 人 々 を 多 人 蝕

得 る事 。

.こ の や うな 困 難 に 留 意 して 委 員 は 次 の 如 き事 を この 學 會が 準 備 す る事 を勧 告 す る もの であ る.

1.数 理 統 計 學 及 び そ の応用 に 關 す る限 りこの 學 會の 各 會員 の 履 歴 ・趣 味 ・経 験 を 明 示 した る 會 員

登 録 をな す事

2.あ る特 別の 計書 を 途 行 す る に 當 り,そ れ に た ず さは る 資 格 を有 す る人 々に 關 す る 調 査 を な す

委 員 を任 命 す る事.1

3.こ の 學会が 主體 な つ て ゐ るJointCommitteef。rthedevelopmentofStatisticalAp

PlicationinEngineeringandManufacturing(工 業 及び 生 産 に 於け る 統 計 法の応用 の 螢 達 に封

す る 聯 合 委 員)と 品質 管理 及び 規 格 に爵 す る 事 項 に 關 して 最 大 の協 力 をな す 事.(3,

4.こ の 學 會 と相 似た る 關 心 を 有 して ゐ る 他 の團 髄,例 へ ばtheAmericanStatisticalAssocia・

tion,thePsychometricSociety,及 びtheEconomicSocietyと の 搦 力を途 行 し得 るや うな手 段

を取 る事.〆 戸

5.Dr.VamemarBushが 委 員 長 とな つ て ゐ るtheNationalDefenseResearchCommitt㏄

(國 防計画 調 査 委員 會)と 常 に 接 鱗 を 確 立 し且つ この 學 會の 活 動 を この 調 査 委 員 の 活 動 と整合 せ しめ

る 事 ・, .'

最 後 に 結 論 と して,國 防 計画 に 關 聯 した る この 學 會 の 第 一 の 務 めは 一 つ の 組 織 團 膿 と して,数 理

統 計 方法 の 活 用に経 験 を 有 し,こ の 方 法の 使 用 を指 導 し,且 つ 必要 な らば 新 ら しい 技 術の 褒達 に助

力 をな す 技 術 者の 供給 源 と して 蓋 す 可 きで あ る と考 へ るの で あ ろ.次 の 務 めは 第 一 と同様 に 重 要 に

して,こ の 學 計會が これ ま で述 ぺ た 如 き種 類 の 統 計 的 計 豊 の うち の 何 れ を 國 防 計 書 と關 聯 して 企 てや

うと も,そ の 礁 用 に 際 して 必 要 と され る 人 々 に 数 理 統 計 學 を教 育 す る事 を管 理 す ろ地 位 に あ り且 つ

恐 ら くこの 學 會の 各 會 員の 活 動 を 通 じて その 教 育 を實 行 す る地 位 に あ るの で あ る.
、

故 に 上 記 の 如 き部 面 に 於い て この 學 會が 關 心 を 有 して ゐ る事 及 び この 學 會が 進 ん で動 員 に 慮 ず る

'旨 を
,出 來れ ばtheChiefSignalOMcer及 びtheCoordinatorofNati。na!pefensePurchases

の 如 き政府 内の 主要 な る 人 々 に,又theAmericanStandardAssociati(魚 の 如 き特 殊 の 目的 を有

して ゐ る團體 の 幹 事 に,こ の 學 會が 途 行 す可 きで あ ろ と,彼 等 が 感 ず るや うな特 別 の 事 に 就い て 學

會に 助 言 す る聖 うに依 頼 す る と共 に ・ この 報 告書 を 逡 る事 に よつ て適 當 に公 開 す る事 を勧 め るの で

あ る.

A. T. CraigR. E. WarehamE. G. Olds 

C. Eisenhart, Chairman. L. E. Simon



証

(1)生 産 過程の如 き反覆操作がrandom性 の性 質 を示す親 察の系列 を生ず る時,統 計的 管理状態 にあ る と云

はれ るのであ る・品質管理 に於 け る重要 な る事 は生産過 程 を統 計的管理状態 に置 かん とす る努力 の結果

として生ず る品質の改善であ る.更 にこの状態 に蓮 し.ヒる時 には、穣 査の爲に要 す る輕 費 を減少 し且っ

不合格 品に よる損失 を減 じ,又 品質測定が間接的で あ るや うな合格 範国 を縮 少 し,検査 が破捜 的であ る

として も一様 の品質 を得 る事 が可能 とな るので あ る。 亀

(2)こ .の や う な 登 録 に はNationalRosterofScientificandSpecializedPersonnel(科 畢 者,技 術 者 登 録),

NationalResourcesPlanningBoard,ExecutiveOthce
.ofthePresident,Washington,D.C.に ょ っ

て 企 て ら れ て ゐ る事 業 と 協 力 す 可 き で あ る.

(3)我 々はJointCommitteeと の掘同計甕 に於 て次 の如 き事 が可能であ ると提案 す る.

1・品 質管理及び規格 に於 て,統 計方法 を適用 して國防計蜜に重要 な る貢獣 をな し得 る事項 に就 いての ・

報告 を,品 質答理 に於 け る最近 の獲 蓮に精 通せ る産 業界の主要 な る人 々に依輯す る事.更 に,出 來

れ ばこのや うな人 々 より各人 が實 際に纏験 した る統 計方法適用の償値 を其彊的 に証明 されん事 を依

頼す る この証明 は品質管理及び規格 に銃計方 法を適 用す る事 を官麗 を して受理せ しめ るに助 け

とな るのであ る.

2.各 地の産 業 中心地 に於 け る夜間講習K用 ふ る爲 に統計方法 に開す る摘要 を作 威す る事(こ の委 員の

CaptainSmith)は 目下"AnEngineer'sManualofStatisticalMethOds"(工 畢 者の統計方 法

便竃)を 準備中 に して間 もな く出版 され るで あ らう.

3・ 大畢 に於け る講座 に加へ る題 目を準億す る事.

4・舞 明 ・方法論等 の如 き項 目に分類 して品質管理 及び規格 に於 け る統計的方法 に關す る推薦固書 の 目

録 を作 威す る事.

5・数 ケ所 の大 きな産業中心地の大学 に於て,地 方部會 ・園卓會議 を準備す る事.そ してこの會合 には

その地方 のあ る著名 な指導 者 を司會 者 とし,且 つその地方 の産業 に於 て統計方法 を応用す る可能性

に囹心 を有 してゐ る人 々を招待 し,そ して講演者の経験 によっ て,品 質管理 の統計方法 を適用 して

な し得 る事 を短 い原 稿に よって大要 を設 明 し,且 っ戦 争準備計甕 中の大量生産 にこのや うな方法 を

用ふ る事 によつ て得 られ る有 利な點 を蓮 べた る後,討 議 を公開 し得 るや うにす る事.、

6・産業雑誌ReadersDigest.ScientificAmerican等 の雑 詰に品質答理 に關 して 一般 に理解 田來 る

や うに翻 した ・記事 を鞭 し,又 この問題 を一般化 し且つ 蹴 して品質管理の統 計 方法を 受

諾 させ る目的 を以てその他の運動 を準備す る事.


